
[様式１]

令和３年度　部局経営方針

部局名（課名） 教育委員会 部局長名 小林　英明

【総合計画・基本目標】
　01-01　生きる力を育む教育の推進
　　〇幼児教育と小学校教育の円滑な接続を充実させるため、スタートカリキュラムの活用を図るとともに、幼保小中連絡協議会の実施などを通して、
　　　幼稚園・保育所・認定こども園・小学校の連携を強化します。
　　〇学ぶ意欲や学力の向上を図りながら、小・中学校教育の充実を図るため、キャリア教育、小中一貫教育、コミュニティ・スクールの三位一体の教育や、
　　　外国語教育等の取組を推進します。
　　〇GIGAスクール構想に基づき整備したタブレットなどの学校ICT環境を積極的に活用するとともに、教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図りながら、
　　　児童生徒の情報活用能力の育成と学校事務の効率化に努めます。
　　〇特別支援教育の充実を図るため、児童生徒の特性を踏まえた支援の在り方を話し合うケース会議の充実や関係機関との連携強化に努めます。

特別会計 0

職　員　数　　　　　　　（人） 現計予算額　　　　　　　　（千円） 令和３年度中に策定した計画　　（根拠法令等）

前年度繰越額（千円）

会 計 年 度
任 用 職 員

85
一般会計

再任用職員 9

任 期 付 職
【基本姿勢】
　教育委員会は、「第2次日向市総合計画・後期基本計画」（令和3年度～6年度）に掲げる将来像「海・山・人がつながり　笑顔で暮らせる元気なまち」の実
現に向け、「ふるさとを愛し心豊かな人が育つ、個性が尊重されるまち」を目指し、各施策に取り組みます。

　快適な環境の中で互いに学び合い、それぞれの個性を伸ばし、自分で考えて行動できる「生きる力」　を身に付けた子どもの育成を目指します。
　地域社会が一体となって子どもを守り育むことで、郷土の文化や資源に誇りを感じ、ふるさとを愛する人材の育成を目指します。
　人権が尊重され、互いに認め合い、それぞれの個性を生かしながら幸せに暮らせる社会の実現を目指します。

【総合計画・基本理念】
　（１）人権尊重
　　　○一人ひとりが尊重され、誰もが自由に個性と能力を発揮し、平和を尊ぶ心を育む教育を推進します。
　（２）市民協働
　　　○学校、家庭、地域が連携しながら、ふるさと日向市を愛し、心豊かな人材の育成を目指します。
　（３）地域力活用
　　　○学校、家庭、地域が連携しながら子どもを守り育むことで、社会に貢献する人材を育みます。

36,986

総
合
計
画
に
基
づ
く
部
局
の
経
営
戦
略

部
局
の
経
営
資
源

正　 職 　員
54 一般会計 2,212,968

特別会計 0



【総合計画・基本目標】
  01-02  魅力ある教育体制や環境の充実
　　〇問題や悩みを抱える児童生徒の相談支援体制の充実のため、学校や関係機関と情報を共有しながら、いじめや不登校、虐待の防止に努めます。
　　〇児童生徒の健康づくり推進のため、食育や健診の実施並びに健診後の指導に取り組みます。
　　○安全安心な教育環境の充実を図るため、学校施設の耐震化や環境に配慮した学校設備の改修及び適正な維持補修に努めます。
　　〇国の法令や衛生基準に基づき、適切な施設管理に努め、安全安心な学校給食を提供します。
　　〇食物アレルギーがある児童生徒については、家庭や学校と情報共有を図りながら、安全安心なアレルギー対応給食の提供に努めます。
　　〇給食費の徴収、管理の効率化を図るため、学校給食費の公会計化に取り組みます。
　
　01-03　地域が一体となった青少年の育成
　　 ○地域全体で子どもを守り育てる事業に積極的に取り組むとともに、子どもたちが地域に誇りを持てるような取組を推進していきます。
　　 〇中学生が自らの夢に向かって様々な課題にチャレンジする取組の支援や、市内の文化施設等を活用した体験学習の実施により、
　　　日向市の良さを再発見するなど、未来のふるさとを担う人材の育成に取り組みます。

　01-04　社会教育の推進
　　 ○地域社会で生きがいをもって暮らしていける環境づくりに努め、生涯学習・社会教育の充実・振興を図ります。

　01-05　図書館サービスの充実
　　〇読書に親しむ機会の創出や環境の充実に努め読書活動を推進するとともに、市民が利用しやすい図書館を目指します。
　　〇学校図書館司書の配置など学校図書館の機能を充実させ、読書の楽しさを伝える環境づくりに取り組みます。

  01-06　地域文化の保存・継承・活用
　　○地域に伝わる文化財を広く周知することで郷土愛を育むとともに、後世へと伝えていくため、その保存と活用に取り組みます。
　　○「2020国文祭・芸文祭」の取組をはじめ、各団体等の芸術文化活動を支援し、市民が芸術や文化に親しむ環境の整備を図ります。
　　○若山牧水をはじめとした地域の先人の顕彰や情報発信を積極的に行い、市民の郷土愛を深めるとともに、ふるさとに誇りを持つ人材の育成
　　　を図ります。

　01-07　スポーツ活動の推進と環境づくり
　　○生涯スポーツと競技スポーツの各種事業を推進し、市民の健康増進や心身の健康及びアスリートの育成を図ります。
　　○スポーツ施設を安全・安心に利用できるよう適切な管理に努めます。

　01-08　人権・平和の尊重
　　○沖縄県に中学生を派遣する平和交流事業を実施し、平和学習の推進を図ります。
　　〇市学校人権・同和教育推進協議会や市人権・同和教育研究大会の充実を図り、人権・同和問題に対する教職員等の正しい理解の促進に
　　　取り組みます。

　01-10　国際化への対応と国際交流の推進
　　〇国際感覚豊かな子どもの育成を図るため、外国語指導助手（ALT）とふれ合いながら学ぶ機会を増やすよう努めます。



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

指標の説明 目標値
単
位

実績値
達成
状況

1

1　コミュニ
ティ・スクール
制度に基づく
学校運営協議
会を開催し、
学校の教育方
針を踏まえ、
地域などと連
携した学校教
育を行いま
す。

学
校
教
育
課

コミュニ
ティ・ス
クール
（小・中
学校）に
要する経
費

202

203

　コミュニティ・スクール
推進上の課題や各学校
の取組状況を把握し、
研修の充実を図ること
で、課題の解決を図ると
ともに、地域の方々の参
画を得ながら地域ととも
にある学校づくりを推進
します。

各学校にお
ける学校運
営協議会の
開催回数
（1協議会ご
との平均）

4 回 3.2 B

　コロナ禍の中、学校運
営協議会や合同運営協
議会(中学校区）を４回
以上開催した学校もあ
るなど、地域で子どもを
育てる体制づくりが進ん
でいる状況が見られま
す。

　学校運営協議会にお
いて、地域人材を活用
し、学校経営に生かして
いる学校も見られます
が、学校の活動報告が
主な内容になり、学校経
営に関する協議が不足
している学校も見られる
など、取組に差が出てき
ています。
　また、学校運営協議会
の取組について学校全
体で共有できる環境を
構築していく必要があり
ます。

　各学校の学校運営協
議会が年間計画に沿っ
て、協議が進めていけ
るよう助言を行うほか、
必要な研修会を開催し、
学校からの提案だけで
なく委員からの提案も出
てくるよう促していきま
す。

2

2　小中一貫教
育の推進のた
めに、中学校
区で作成した
グランドデザイ
ンを基に、９年
間を見据えた
系統的で一貫
性のある教育
に取り組みま
す。

学
校
教
育
課

小中連
携・一貫
推進事
業

-

　小中一貫教育推進上
の課題を整理し、さらな
る充実を図るために、コ
ミュニティ・スクールや
キャリア教育と関わりを
もたせた研修の充実を
図ります。

小中一貫教
育合同研修
会を1回以上
実施した中
学校区数

7

中
学
校
区

7 A

　合同研修会を各学期
１回開催する学校もあ
り、小中学校９年間で子
どもを育てるという意識
が教職員にも浸透しつ
つあります。また、小中
学校の教諭が連携し
て、ＩＣＴを活用した授業
研究会にも取り組みまし
た。

　各中学校区で作成し
ているグランドデザイン
について、学校運営協
議会の委員や保護者等
に更に理解を深めてい
ただき、地域とともにあ
る学校づくりに資するこ
とができるよう取組を推
進していく必要がありま
す。

　小中一貫教育の取組
を生かして、地域ととも
にある学校づくりを推進
するため、体制整備にも
取り組んでいく必要があ
ります。

3

3　幼児期の体
験や学びを円
滑に小学校の
学習につなぐ
取組を推進
し、幼児教育と
の連携・充実
に努めます。

学
校
教
育
課

- -

　幼稚園、保育所、認定
こども園、小学校の職員
が一緒に学ぶことがで
きる研修を実施するとと
もに、日向市スタートカ
リキュラムの更なる活用
を図ります。

幼保小連携
協議会の開
催回数

3 回 3 A

　 幼保小の連携・接続
に関する先進的な取組
について研修を行い、
今後の実践に向けた方
向性を共通理解しまし
た。

　小学校が作成している
｢スタートカリキュラム｣
や、幼稚園等が作成し
ている｢アプローチカリ
キュラム｣を、さらに具体
的に示していく必要があ
ります。

　小学校と幼稚園等が
互いに授業等の参観・
交流を活発に行いなが
ら、「スタートカリキュラ
ム」や「アプローチカリ
キュラム」の見直しを行
い、めざす子どもの姿を
より具体的に示していき
ます。

令和３年度の取組内容（目標）施策の内容
所
管
課

予算事業
名

成果説明書
頁数

番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指
標

（KPI）
令和３年度の事業成果 事業を進める上での課題

令和3年度　成果指標
課題を踏まえた今後の方

針・方向性

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

１　未
来を
支え
る
「ひゅ
う
がっ
子」
育成
プロ
ジェ
クト

１　生
きる
力を
育む
教育
の推
進

授業の内容
がよく分か
ると答えた
児童生徒の
割合

【R1】
89.0％

↓

【R6】
90.0％



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】
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単
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番
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4

4　学校ＩＣＴ環
境の整備を推
進し、ＩＣＴを効
果的に活用し
た教育を行い
ます。

学
校
教
育
課

学校ICT
環境整
備事業
（小学
校）（中
学校）

197

　ICT支援員を配置し、
GIGAスクール構想によ
り整備したタブレットの
有効活用を図ります。ま
た、学校内の環境把握
や整備を行います。

教員のICT
活用指導力
の調査にお
ける、「授業
にICTを活用
して指導する
能力」につい
て、「できる・
ややできる」
と回答する
教員の割合

78.2 ％ 78.3 A

 　「授業にＩＣＴを活用し
て指導する能力」につい
て、県平均(62.1％)、全
国平均(70.2%)とも上回
り、概ね目標値を達成
することができました。

   ＩＣＴを生かした学びの
保障と個別最適化した
学びを実現していくた
め、学校に対し、分かる
授業の推進に向けた支
援を行っていく必要があ
ります。

 　教員のICT活用能力
の向上を図るため、ＩＣＴ
支援員を配置し、計画
的な支援（機器操作指
導・授業及び教材準備
支援・校内ＩＣＴ研修等）
を実施します。

5

5　将来を見据
えた通学区域
の検討を行い
ます。

学
校
教
育
課

就学支
援委員
会・通学
区域審
議会の
運営に要
する経費

195

　学校の適正配置につ
いて、児童生徒数や地
区人口の推移、各学校
の課題等を整理し、調
査研究を行います。

庁内ワーキ
ンググルー
プ会議の開
催回数

1 回 0 C

　庁内検討委員会の立
ち上げに向けた規程の
整備や他市での状況に
ついて情報収集を行い
ました。

　児童生徒の減少が進
む中、将来にわたって
本市の児童生徒の学び
を保障し、適切な環境の
中で教育を受けさせる
ため、適正な学校配置
の方向性について協議
を進めていく必要があり
ます。

　適正な学校配置に向
け、協議を開始するた
めに、庁内検討委員会
を立ち上げます。

6

２　魅
力あ
る教
育体
制や
環境
の充
実

不登校児童
生徒が学校
に復帰した
割合

【R1】
26.8％
↓
【R6】
29.1％

1　スクール
ソーシャル
ワーカーを配
置し、児童生
徒の悩み相談
など心のケア
を行います。

学
校
教
育
課

スクール
サポート
事業

196

　児童生徒の相談に対
し、スクールソーシャル
ワーカーを派遣し、きめ細
かに対応するとともに、専
門的で福祉的な知見を活
かし、生活環境の調整や
関係機関との連携を充実
させます。また、関わりを
継続することにより、これ
まで抱えている問題の解
決を図ります。

不登校児童
生徒が学校
に復帰した
割合

22.5 ％ 23.1 A

　年間６０件以上の事案
について、福祉部局や
関係機関と連携を図り
ながら、教育相談の対
応や支援に当たった結
果、不登校傾向にある
児童については、９件に
おいて問題が解決した
ほか、１３件の事案が改
善されました。

　不登校の要因は、家
庭の状況をはじめ、学
校での人間関係やコロ
ナ禍など、様々な社会
的背景が複雑に絡み合
うなど多様化してきてお
り、福祉部局や関係機
関と更なる連携を図る
必要があります。また、
不登校件数も増加して
おり、支援体制の強化
を図る必要があります。

　各学校との積極的な
情報の共有に努めると
ともに、福祉部局など関
係機関との連携強化を
図りながら、学校が対応
に苦慮するケースの迅
速な解決に向けて、一
体となって取り組みま
す。

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

１　未
来を
支え
る
「ひゅ
う
がっ
子」
育成
プロ
ジェ
クト

１　生
きる
力を
育む
教育
の推
進

授業の内容
がよく分か
ると答えた
児童生徒の
割合

【R1】
89.0％

↓

【R6】
90.0％
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番
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プロ

ジェク
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標

（KPI）
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針・方向性

7

不登校児童
生徒が学校
に復帰した
割合

【R1】
26.8％
↓
【R6】
29.1％

2　適応指導教
室などで児童
生徒の不登校
解消に向けた
相談・指導を
行います。

学
校
教
育
課

スクール
サポート
事業

196

　適応指導教室におい
て、学校以外での学習
の場を提供するととも
に、安心できる居場所と
しての機能を充実させま
す。また、学校や関係機
関と連携を図ることで、
児童生徒本人や家庭へ
の効果的な支援を行い
ます。

不登校児童
生徒が学校
に復帰した
割合

22.5 ％ 23.1 A

　適応指導教室では、
児童生徒、保護者、教
職員から、年間１２０件
以上の教育相談を受
け、個別の特性や状況
に応じた支援を行いまし
た。また、通級する児童
生徒の生活リズムの改
善や個別の学習支援を
行いながら、月１回を目
途に各学校との情報共
有を行うなど、連携を図
りながら学校復帰の支
援を行いました。

　不登校の児童生徒が
増加傾向にある中、さら
にコロナ禍による非常
変災不安による欠席等
が大きな影響を与えて
おり、当面、この状況が
続くことが予測されま
す。適応指導教室での
支援の在り方も、より個
別のニーズに対応しつ
つ、学校に復帰するとい
う意識付けをどのように
行っていくか検討を行う
必要があります。

　適応指導教室での活
動や支援について、広く
保護者に周知を図ると
ともに、長期化する児童
生徒の学習保障という
観点から、積極的にタブ
レット端末を活用するな
ど、個別の特性や状況
に応じた支援の在り方
を検討する必要があり
ます。また、オンライン
で学校と児童生徒をつ
なぐなど、学級や教員と
の接点を見いだすことに
ついても検討する必要
があります。

8 -

3　細島小学
校・細島公民
館・細島地区
コミュニティセ
ンターの機能
を集約した複
合施設を整備
します。

教
育
総
務
課

細島小
学校改
築事業

193

新校舎（複合施設）校舎
整備
既存校舎の解体撤去の
うえ運動場整備
外構及び既存校舎との
取り合い整備

複合施設を
含めた細島
小学校施設
整備の進捗
率

100 ％ 100 A 事業完了

9 -

4　児童生徒が
安全で安心し
て教育を受け
られるよう、学
校施設の改
修・整備に努
めます。

教
育
総
務
課

小学校
各校整
備事業
中学校
各校整
備事業

321

322

　継続的に取り組んでい
る、体育館の高所照明
器具の改修に取り組み
ます。

小中学校の
体育館の高
所照明をＬＥ
Ｄ照明への
改修率

89 ％ 89 A
３校を改修（坪谷小学
校、寺迫小学校、美々
津中学校）

特にありません。
　体育館以外の灯具に
ついてもLED照明へ改
修していきます。

10

３　地
域が
一体
と
なっ
た青
少年
の育
成

-

1　世代間交流
活動を支援
し、地域にお
ける教育力を
高め、子ども
たちの豊かな
心とたくましく
生きる力を育
みます。

生
涯
学
習
課

地域教
育力活
性化事
業

210

　地域の団体が主体と
なり、子どもたちとともに
農業体験や伝統芸能な
どの活動を行い、地域
の子どもは地域で育て
ることを実践します。

大人の参加
割合

50 ％ 47 A

　申請があった１０団体
のうち、コロナ禍の影響
により実施できたのが５
団体でした。その５団体
の中でも規模を縮小し
て実施した団体もあり、
当初想定した活動がで
きませんでした。

　市の広報で事業の案
内をしているところです
が、なかなか新しい実施
団体が現れず、例年同
じ団体の活動が多い現
状があります。

　今後ともPTAや子ども
会、それに区長会等を
通じて積極的に事業の
周知が図られるよう努
めていきます。

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

１　未
来を
支え
る
「ひゅ
う
がっ
子」
育成
プロ
ジェ
クト

２　魅
力あ
る教
育体
制や
環境
の充
実



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

指標の説明 目標値
単
位

実績値
達成
状況

令和３年度の取組内容（目標）施策の内容
所
管
課

予算事業
名

成果説明書
頁数

番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指
標

（KPI）
令和３年度の事業成果 事業を進める上での課題

令和3年度　成果指標
課題を踏まえた今後の方

針・方向性

11

３　地
域が
一体
と
なっ
た青
少年
の育
成

-

2　地域の協力
により放課後
子ども教室を
開設し、子ども
たちが安全に
安心して過ご
すことのできる
居場所づくり
に努めます。

生
涯
学
習
課

放課後
子ども教
室推進
事業

211

　学校の放課後等に小
学校等を利用し、地域
住民の参画を得て、勉
強、屋外活動、文化活
動などの取組を支援し
ます。
　平岩小、細島小、塩見
小、美々津小、寺迫小、
東郷学園（２教室）にて
開設

登録児童数 220 人 221 A

　子どもたちが安全で安
心して過ごすことのでき
る居場所として６小学校
７教室で開設しました。
　年度後半においては、
コロナ禍の影響により、
参加児童が少なくなった
教室もありましたが、感
染防止に十分に配慮
し、予定どおり開設しま
した。

　夏季休業期間中も５つ
の教室で開設していま
すが、子どもたちの活動
を見守るサポーターの
確保が困難であるた
め、他の教室と開設日
数に差が生じている教
室もあります。
　また、積極的に体験活
動を行っている教室が
ある一方、あまり行って
いない教室もあるなど活
動に差が生じています。

　サポーターが不足して
いる教室にあっては、サ
ポーター間のネットワー
クやまちづくり協議会と
の連携により、その確保
に努めていきます。
　市内７教室のサポー
ターを集めての研修と
情報公交換を兼ねた会
議を独自に開催し、他
の教室で行っている活
動や課題解決に向けて
の取組を参考にし、それ
ぞれの教室の活性化に
向けた取組につなげて
いきます。

12

1　ブックスター
ト事業として、
乳幼児に絵本
を贈り、本に親
しむ機会を提
供します。

図
書
館

児童サー
ビスに要
する経費

206

　絵本を贈る際に、貸出
カードの作成案内やお
はなし会などのイベント
の案内を渡して、図書館
利用の契機とします。

ブックスター
ト対象者に
対して配布
できた割合

100 ％ 100 A

　７か月、１歳６か月、３
歳児健診に合わせて
ブックスタート対象者に
対して絵本を贈り、親子
で本に親しむきっかけ
作りや、読書習慣を身
に付ける一助となりまし
た。

　コロナ禍に対応した健
診スタイルの中、限られ
た機会で保護者の方へ
活用方法や読み聞かせ
の必要性などを理解し
てもらうことが必要で
す。

　継続的に読書習慣を
身に付けるため、今後も
３回の健診に合わせて
事業を行います。
　対面での説明時間は
限られるため、口頭での
説明に加え、小冊子、パ
ンフレット等を渡して、読
書の必要性について理
解が深まるよう努めま
す。

13

2　図書館、学
校図書館、公
民館図書室が
連携し、子ども
の読書活動を
支援します。

図
書
館
・
学
校
教
育
課

図書館
サービ
ス・資料
の充実に
要する経
費

206

〇公立公民館図書室の
配本、学校図書室への
団体貸出し等に加え、
令和３年２月より始めた
放課後子ども教室への
団体貸出しを継続しま
す。
〇巡回図書再開につい
て学校と協議を行いま
す。

貸出冊数
（年間）

190,000 冊 169,813 B

　コロナ禍による外出自
粛や図書館の臨時休館
などにより来館者が減
る中、公立公民館図書
室や学校、幼稚園・保育
園、児童クラブ、放課後
子ども教室等の団体貸
出しを行い、図書館に来
館しなくても読書ができ
る環境の整備に努めま
した。

　団体貸出しの際の配
本手続きについて、お
互いに負担がかからな
いよう検討する必要が
あります。
　利用のない団体への
働きかけが必要です。

　団体貸出しの利用を
行っていない学校や施
設等に、利用を働きか
けます。
　配本計画を練って、配
本の際の負担を減らせ
るよう努めます。

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

１　未
来を
支え
る
「ひゅ
う
がっ
子」
育成
プロ
ジェ
クト

４　読
書活
動の
推進

小学生、中
学生が１か
月間に読む
読書冊数
（平均）

小学生
【R1】
13.6冊
↓
【R6】
15.0冊

中学生
【R1】
3.9冊
↓
【R6】
4.2冊



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

指標の説明 目標値
単
位

実績値
達成
状況

令和３年度の取組内容（目標）施策の内容
所
管
課

予算事業
名

成果説明書
頁数

番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指
標

（KPI）
令和３年度の事業成果 事業を進める上での課題

令和3年度　成果指標
課題を踏まえた今後の方

針・方向性

14

１　未
来を
支え
る
「ひゅ
う
がっ
子」
育成
プロ
ジェ
クト

４　読
書活
動の
推進

小学生、中
学生が１か
月間に読む
読書冊数
（平均）
小学生
【R6】
15.0冊

中学生
【R6】
4.2冊

3　学校図書館
司書を配置
し、児童生徒
が読書に親し
む環境づくり
に取り組みま
す。

学
校
教
育
課

読書活
動充実
事業

196

　学校図書館司書を配
置し、学校の図書担当
教員と連携した図書室
の環境整備及び読書活
動推進のための取組を
支援します。

小学生、中
学生が１か
月間に読む
読書冊数
（平均）

小15
中 4

冊
小15.5
中5.3

A

　すべての小中学校に、
７名の学校図書館司書
を計画的に配置しまし
た。また、学校図書館に
子どもたちが通いたくな
るよう読書環境の整備
に努め、読書意欲を向
上させることができまし
た。

　現在、学校図書館司
書は、一人で複数校（２
～３校）を担当している
状況にあり、週２回の勤
務となる学校もあること
から、事務の効率化を
図るとともに体制の強化
に向けた取組も進めて
いく必要があります。

　市立図書館と連携し、
様々なジャンルの図書
に子どもたちが触れる
機会を提供します。ま
た、各学校図書館が連
携し、効果的な取組を共
有するなど読書環境の
充実を図っていきます。

15 -

1　「日向市全
ての人の人権
が尊重される
まちづくり条
例」に基づい
た人権教育や
啓発活動を推
進します。

学
校
教
育
課

同和教
育の充
実に要す
る経費

333

　教育集会所での活動
や、各種研究大会、講
演会等による啓発活動
に取り組みます。

市・人権同
和教育研究
大会への参
加者数

600 人 0 C

　日向市学校人権・同和
教育推進協議会の活動
をはじめ、教育集会所
活動など、感染症対策
を行いながら、できる活
動に取り組みました。

　部落差別をはじめとす
る人権研修に継続的に
取り組むとともに、オン
ラインでの開催など、工
夫をしながら取組を進め
ていく必要があります。

　同和問題をはじめとし
たあらゆる人権問題の
解決に向けての理解と
認識を深めていきます。
また、オンライン等によ
る大会や研修会の開催
についても取組を進め
ていきます。

16 -

1　「日向市全
ての人の人権
が尊重される
まちづくり条
例」に基づい
た人権教育や
啓発活動を推
進します。

生
涯
学
習
課

社会教
育一般
事務費

347

４回の人権講座の開催
広報誌、HP、これまでの
参加企業への案内など
して、参加者を募るよう
にします。

人権講座の
受講者アン
ケートにおけ
る満足度（大
変良かった・
良かったと
回答した参
加者の割
合）

85 ％ 98 A

　予定どおり４回開催す
ることができました。講
座内容も高齢者の人
権、LGBT、子どもの人
権といった多岐にわた
り、参加者も前回（令和
元年度）の２５１人から３
０１人に増加することが
できました。

　近年の人権意識の高
まりから様々な社会の
ニーズがあり、講座内
容の選定に苦慮するこ
とがあります。

　講座内容の選定にお
いては、地域コミュニ
ティ課や学校教育課、そ
れに社会教育指導員な
どと協議を行い、現代の
課題を的確に反映した
内容にふさわしい講師
を選定し、実施していき
ます。

17

３　郷
土愛
を育
む教
育の
推進

-

1　総合的な学
習の時間を活
用し、ふるさと
教育の充実を
図ります。

学
校
教
育
課

牧水教
育事業

-

　牧水かるた大会を開
催し、若山牧水の短歌
に親しむ機会を提供し、
牧水への理解を深めま
す。

牧水かるた
大会への参
加校数

20 校 0 C

　第35回国民文化祭・
みやざき2020、第20回
全国障害者芸術・文化
祭などで、本市児童が
牧水短歌を披露するな
ど牧水への理解を広め
ました。(コロナ禍で牧水
かるた大会は中止）

　児童生徒が郷土の歌
人「若山牧水」の短歌等
に親しむ機会をさらに広
げていく必要がありま
す。

　牧水かるた大会の開
催をはじめ、若山牧水
の顕彰事業などを児童
生徒に情報提供し、若
山牧水の短歌等に親し
む機会を広げ、牧水へ
の理解を深めます。

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

３　ふ
るさと
を愛
する
心豊
かな
人づ
くりプ
ロ
ジェ
クト

１　豊
かな
人権
感覚
を
持っ
た人
づくり
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番
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ジェク
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18 -

2　囲碁教室の
開催など囲碁
文化の継承に
努めます。

学
校
教
育
課

「囲碁の
まち日向
市」モデ
ル事業

195

　放課後子ども教室や
公立公民館が主催する
土曜教室など、他機関
との連携方策について
協議します。

児童生徒を
対象とした囲
碁教室の開
催回数

80 回 48 C

　市内小学校（１校）で
囲碁教室を開催したほ
か、放課後こども教室等
でも初心者囲碁教室を
開催しました。

　児童生徒数の減少を
はじめ、余暇活動の多
様化や授業時数の確保
等により、学校と連携し
た取組が困難な状況に
あります。

　放課後子ども教室や
公立公民館が主催する
土曜教室を活用した囲
碁教室の拡大など、他
機関との連携方策につ
いて協議します。

19 -

3　若山牧水の
短歌に親し
み、牧水への
理解を深めま
す。

ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課

牧水顕
彰事業

209

・牧水顕彰会創立70周
年記念企画展
・牧水・短歌甲子園
・牧水祭
・青の國若山牧水短歌
大会
・若山牧水賞記念講演
会

牧水顕彰事
業参加者数
及び文学館
入館者数
（年間）

4,800 人 2,173 C

　牧水・短歌甲子園はコ
ロナ禍で令和２年度に
続き、リモート開催となり
ました。一方、これまで
の取組が高く評価され、
宮崎日日新聞賞教育賞
を受賞しました。

　牧水・短歌甲子園や青
の國若山牧水短歌大会
などを通じて、全国に牧
水を発信する事業に取
り組んでいますが、牧水
のふるさと日向市をより
多くの方に知っていただ
くために、さらなる顕彰
活動が必要です。

　牧水顕彰事業全般に
若い世代の参加が少な
いことから、若い世代に
関心を持ってもらえるよ
うな取組を行っていきま
す。ＳＮＳを活用するな
ど、積極的なＰＲ活動を
行います。

20 -

4　中学生が思
い描いている
夢に向かい
チャレンジする
取組を支援し
ます。

生
涯
学
習
課

ふるさと
再発
見！子ど
もの実現
夢サポー
ト事業

211

　中学生3人を選出し、
自らの夢に向かってチャ
レンジする取り組みを支
援していきます。

申込者数 17 人 7 C

　コロナ禍にあっても
様々な方策を探りなが
ら、選ばれた生徒が自
らの夢に向かってチャレ
ンジする取組の実施に
つなげることができまし
た。また、過去2年開催
することができなかった
活動の成果を発表する
報告会も開催すること
ができ、生徒自身の大
きな成長につなげること
ができました。

　新型コロナウイルスへ
の影響からか申込者数
が７名で、想定していた
人数より少ない結果とな
りました。
今後は様々な生徒の思
いを聞き、選考できるよ
う申込者を増やす取組
が必要です。

　これまでの周知方法を
見直す必要があり、そ
の一つとして前回の３名
の生徒による活動内容
を動画にまとめたDVDを
作成します。これまでの
募集チラシのほかに、
作成したDVDを市内の
中学校に配布し、申込
者数の増加につなげて
いきます。

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

３　ふ
るさと
を愛
する
心豊
かな
人づ
くりプ
ロ
ジェ
クト

３　郷
土愛
を育
む教
育の
推進



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

指標の説明 目標値
単
位

実績値
達成
状況

令和３年度の取組内容（目標）施策の内容
所
管
課

予算事業
名

成果説明書
頁数

番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指
標

（KPI）
令和３年度の事業成果 事業を進める上での課題

令和3年度　成果指標
課題を踏まえた今後の方

針・方向性

21

３　郷
土愛
を育
む教
育の
推進

学校給食食
材に占める
地産地消率
【R1】
61.4％
↓
【R6】
64.0％

5　学校給食へ
の地元食材の
活用や地産地
消交流学校給
食会の開催な
ど、学校給食
における地産
地消を推進し
ます。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

給食調
理に要す
る経費

204

　地元食材の購入に努
め、学校を訪問し交流
学校給食会を開催しま
す。

学校給食に
占める地元
食材の割合

64 ％ 59.4 A

　学校給食会及び栄養
士と連携し、給食におけ
る地元食材の購入を進
めました。
　２、３学期の交流学校
給食会については、コロ
ナ禍により開催を見合
わせました。

　コロナ禍において、交
流学校給食会や施設見
学等の見合わせが続い
ています。

　徹底した感染防止対
策に基づき、衛生的な
維持管理が必要な施設
であることから、交流学
校給食会及び施設見学
の開催に関しては今後
も慎重に判断します。

22

４
キャ
リア
教育
の充
実

「日向市が
好き」と答え
た中学生の
割合
【R1】
82.4％
↓
【R6】
88.2％

1　産学官や地
域の大人が連
携し、「日向の
大人はみな子
どもたちの先
生」をスローガ
ンにキャリア教
育支援事業
「よのなか教
室」を市民運
動として推進し
ます。

学
校
教
育
課

キャリア
教育推
進事業

198

　「よのなか教室」につ
いて、対面式やオンデマ
ンド方式等を充実させな
がらキャリア教育の推
進を図るとともに、これ
までの本市のキャリア
教育の在り方を見つ
め、今後の方向性を決
めます。

　 「よのなか教室」につ
いて、オンデマンド方式
やオンライン方式等を活
用しながらキャリア教育
の推進を図ったほか、
日向市等の職業人によ
る働く意味や生き方に
ついて学べる動画を作
成し、市内小中学校に
配布しました。また、
キャリア教育推進懇話
会を開催し、本市のこれ
からのキャリア教育の
在り方について意見交
換を行いました。

　キャリア教育の考え方
や今後の方向性につい
て、児童生徒だけでな
く、保護者等にも広く周
知を図り、一体となって
取組を推進していく必要
があります。また、発達
の段階に応じて計画的
にキャリア教育を実施す
る必要があります。

　保護者や企業等に対
して、キャリア教育の内
容や今後の方向性を周
知しながら、広く活用し
てもらえるような取組を
行うほか、発達段階に
応じたキャリア教育のあ
り方について検討を進
めていきます。

23

５　高
校・
高等
専門
教育
機関
への
支援
の充
実

-

1　小学校・中
学校・高校の
連携強化や市
内の県立高校
の魅力向上へ
の支援など、
市内高校への
進学率の向上
に努めます。

学
校
教
育
課

- -

　市内の高校が各中学
校において魅力を発信
する場を設定するなど、
市内の高校への関心を
高めるような取組を充実
させます。

　各中学校において高
校説明会を設定し、市
内の高校の魅力を発信
する機会を設定しまし
た。

　市外に進学する生徒
が増えてきており、中高
連携等の機会を通じて、
市内高校の魅力発信に
向けた取組について、さ
らに協議を進めていく必
要があります。

   市内の高校が各中学
校で魅力を発信するた
めの具体的な場面や方
法等について、検討を
行います。

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

３　ふ
るさと
を愛
する
心豊
かな
人づ
くりプ
ロ
ジェ
クト

「日向市が
好き」と答え
た中学生の
割合

78.9 ％ 79.8 A



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

指標の説明 目標値
単
位

実績値
達成
状況

令和３年度の取組内容（目標）施策の内容
所
管
課

予算事業
名

成果説明書
頁数

番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指
標

（KPI）
令和３年度の事業成果 事業を進める上での課題

令和3年度　成果指標
課題を踏まえた今後の方

針・方向性

24

１　未
来へ
つな
げる
人づ
くり

３　ふ
るさと
を愛
する
心豊
かな
人づ
くりプ
ロ
ジェ
クト

５　高
校・
高等
専門
教育
機関
への
支援
の充
実

-

4　放送大学宮
崎学習セン
ターの情報発
信や入学料に
対する市民へ
の支援など利
用促進に努め
ます。

生
涯
学
習
課

放送大
学支援
事業

209

　放送大学宮崎学習セ
ンター振興協議会への
補助金交付、市民の入
学者に対する入学料の
半額補助

入学奨励金
申請者数

10 人 7 B

　放送大学宮崎学習セ
ンターや放送大学宮崎
学習センター振興協議
会と連携し、学生募集に
努めました。市民が放
送大学に入学する際の
入学料の半額補助の申
請者数は前年度に比べ
減少しました。

　放送大学宮崎学習セ
ンター全体の学生数
は、前年度に比べ増加
しているが、そのうち本
市に住所がある学生数
は、減少しています。学
習センターの所在地とし
て、その学生数を増や
す取組が求められま
す。

　放送大学宮崎学習セ
ンター振興協議会の取
組である授業料の免除
と入学料の半額免除を
組み合わせた体験入学
生募集について、市とし
てもその支援を行い、学
生数の増加につなげて
いきたいと考えておりま
す。
今後も学習センターが
主催する市民を対象と
した公開講座の支援を
行うなど、市民に関心を
もっていただけるような
取組を進めていきます。

25 -

1　青の国若山
牧水短歌大会
や短歌甲子園
など、牧水顕
彰事業の拡充
に取り組みま
す。

ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課

牧水顕
彰事業

209

・牧水顕彰会創立70周
年記念企画展
・牧水・短歌甲子園
・牧水祭
・青の國若山牧水短歌
大会
・若山牧水賞記念講演
会

牧水顕彰事
業参加者数
及び文学館
入館者数
（年間）

4,800 人 2,173 C

　牧水・短歌甲子園はコ
ロナ禍で令和２年度に
続き、リモート開催となり
ました。一方、これまで
の取組が高く評価され、
宮崎日日新聞賞教育賞
を受賞しました。

　牧水・短歌甲子園や青
の國若山牧水短歌大会
などを通じて、全国に牧
水を発信する事業に取
り組んでいますが、牧水
のふるさと日向市をより
多くの方に知っていただ
くために、さらなる顕彰
活動が必要です。

　牧水顕彰事業全般に
若い世代の参加が少な
いことから、若い世代に
関心を持ってもらえるよ
うな取組を行っていきま
す。ＳＮＳを活用するな
ど、積極的なＰＲ活動を
行います。

26 -

2　若山牧水記
念文学館の来
館者増加や牧
水公園の利用
促進に取り組
みます。

ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課

若山牧
水記念
文学館
管理運
営費

345
・牧水顕彰会創立70周
年記念企画展（スポッ
ト）

牧水記念文
学館入館者
数（年間）

3,700 人 1,903 C

　コロナ禍の休館などで
入館者数は減少してい
ますが、日向若山牧水
顕彰会創立70周年事業
の「繁と敏夫」展は牧水
の魅力を発信する企画
展として、好評を得るこ
とができました。

　牧水記念文学館の来
場者を増やすために、
各種企画展の開催をは
じめ、東郷町ふるさと公
社や各種団体等と連携
を図り、人を呼び込む施
策に取り組む必要があ
ります。

　コロナ禍により入館者
数が減少していますが、
顕彰会自主事業の企画
展内容の充実を図り、
入館者増加につなげて
いきます。

２　活
力を
生み
出す
にぎ
わい
づくり

３　新
たな
人が
集ま
る魅
力づ
くりプ
ロ
ジェ
クト

４　牧
水の
生誕
地・
東郷
を生
かし
た魅
力づ
くり



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

指標の説明 目標値
単
位

実績値
達成
状況

令和３年度の取組内容（目標）施策の内容
所
管
課

予算事業
名

成果説明書
頁数

番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指
標

（KPI）
令和３年度の事業成果 事業を進める上での課題

令和3年度　成果指標
課題を踏まえた今後の方

針・方向性

27

２　活
力を
生み
出す
にぎ
わい
づくり

３　新
たな
人が
集ま
る魅
力づ
くりプ
ロ
ジェ
クト

５　重
要伝
統的
建造
物群
保存
地区
「美
々
津」を
生か
した
魅力
づくり

-

2　伝統的建造
物の保存修理
と町並みの良
好な景観形成
に取り組みま
す。

教
育
総
務
課

重要伝
統的建
造物群
保存地
区保存
整備事
業（補
助・単
独）

194

　国庫補助事業を活用
して、修理・修景事業に
対する補助事業を実施
し、伝統的な建造物の
保存に取り組みます。

修理修景等
の補助件数

4 件 13 A

国庫補助事業：立磐神
社３期工事
市単独事業：原田家漆
喰修理ほか11件

　特定物件の８６％が大
規模修理を終え、歴史
的な町並み景観の復元
が進んできていますが、
空き家の利活用と後継
者不足が課題です。

　地域住民と連携なが
ら、町並み景観の復元
に取り組んだり、伝建地
区の魅力を発信したりし
ていきます。

28

２　活
力を
生み
出す
にぎ
わい
づくり

３　新
たな
人が
集ま
る魅
力づ
くりプ
ロ
ジェ
クト

５　重
要伝
統的
建造
物群
保存
地区
「美
々
津」を
生か
した
魅力
づくり

-

3　日向市歴史
民俗資料館な
どの公共施設
の利用促進に
取り組みま
す。

教
育
総
務
課

歴史民
俗資料
館管理
運営費

331

　指定管理者と連携し
て、日向市歴史民俗資
料館を核とした伝建地
区の活性化に取り組み
ます。

日向市歴史
民俗資料館
入館者数
（おひなさん
祭り期間中）

200 人 380 A

　伝建地区施設の指定
管理者を一本化し、施
設間の連携を図りまし
た。
おひなさん祭りを３月８
日～２７日に開催、期間
中に美々津県設置１５０
年記念「ミニ資料展」を
実施しています。

　おひなさん祭りが定着
化してきており、コロナ
禍にもかかわらず、多く
の方に来ていただきまし
た。地域の活性化に住
民がさらに協力したいと
思わせるような雰囲気
づくりをしていくことが課
題です。

　指定管理者と連携しな
がら、伝建地区の魅力
を発信していきます。

29

２　活
力を
生み
出す
にぎ
わい
づくり

３　新
たな
人が
集ま
る魅
力づ
くりプ
ロ
ジェ
クト

９　新
たな
交流
拠点
の整
備研
究

-

1　新たな交流
拠点、知の拠
点としての役
割を果たす複
合的な機能を
備えた図書館
の整備につい
て調査研究を
行います。

図
書
館

- -

　関係課と協議して、大
まかな方向性、スケ
ジュールについて検討し
ます。
　モデルとなる施設の視
察を行います。

先進事例と
して調査研
究を行った
自治体の数

2
団
体

2 A

　先進事例として、都城
市立図書館と新富町立
図書館について、施設
の整備概要やコンセプト
等について調査研究を
行いました。

　他の公共事業との調
整を図りながら、施設の
コンセプトや規模、複合
的な機能などを検討し
ていく必要があります。

　引き続き情報収集に
努め、複合施設の整備
に向けた調査研究を行
うとともに、関係課によ
る協議を継続していく必
要があります。



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

指標の説明 目標値
単
位

実績値
達成
状況

令和３年度の取組内容（目標）施策の内容
所
管
課

予算事業
名

成果説明書
頁数

番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指
標

（KPI）
令和３年度の事業成果 事業を進める上での課題

令和3年度　成果指標
課題を踏まえた今後の方

針・方向性

30

１　健
康づ
くりの
推進

-

5　児童生徒の
健康づくりや
食育に取り組
みます。

学

校

教

育

課

・

学

校

給

食

セ

ン

タ
ー

- -

　全小・中学校（特別な
事情のある学校を除く）
において、「弁当の日」
を実施します。また、栄
養教諭による食育の出
前授業を行い、食育の
推進を図ります。

栄養教諭に
よる食育の
出前授業回
数

154 回 130 B

　コロナ禍の影響もあり
ましたが、食育授業や
「弁当の日」を可能な限
り実施したことで、望ま
しい食習慣に係る知識
を身に付けさせ、栄養バ
ランスのとれた食事へ
の意識付けを図ること
ができました。

　食生活の乱れや肥満・
瘦身傾向が見られる子
どもたちがまだ多くみら
れます。

　望ましい食習慣を身に
付けさせるために、「弁
当の日」の実施や、栄養
教諭による食育の出前
授業をとおして、食育の
更なる推進を図っていき
ます。

31

４　ス
ポー
ツを
生か
した
生き
がい
づくり
や健
康づ
くりの
推進

-

1スポーツイベ
ントを開催し、
スポーツに親
しむ機会の提
供や運動習慣
の定着に努め
ます。

ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課

【市制施
行70周
年】日向
ひょっと
こマラソ
ン大会開
催事業
費

-

「日向ひょっとこマラソン
大会」を３月の第２日曜
日に約400人のボラン
ティアスタッフの協力を
得て大会を実施します。
・実行委員会　８回

大会参加者数 1,500 人大会中止 C

　実行委員会の中でコ
ロナ禍の影響、感染状
況を考慮し、８月に中止
を決定しました。
　今後の開催に向け、
大会開催時の感染対策
等を協議しました。

 日向ひょっとこマラソン
の参加者数は、どこの
自治体でも同様のイベ
ントが開催されており、
年々減少傾向となって
います。
　今後は、誰もが参加で
きるスポーツイベントへ
の転換も含めて方向性
を検討します。

　令和５年度で３０回を
迎えるにあたり、大会の
意義、内容の見直しを
含め、今後の大会のあ
り方について協議してい
きます。

32

３　笑
顔で
暮ら
せる
地域
共生
の社
会づ
くり

２　笑
顔で
暮ら
せる
ス
ポー
ツ・健
康推
進プ
ロ
ジェ
クト

４　ス
ポー
ツを
生か
した
生き
がい
づくり
や健
康づ
くりの
推進

市主催のス
ポーツ教室
等への参加
者数（年間）

【Ｒ1】
856人

↓

【R6】
920人

2　総合型ス
ポーツクラブ
への支援など
生涯スポーツ
の推進に取り
組みます。

ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課

生涯ス
ポーツ推
進事業

344

　スポーツ推進委員につい
ては、人員の確保に努め、
更なるスキルアップのため
研修会等に積極的に参加
できるよう支援します。
　 「ひむかＹＯＵゆうクラブ」
については、会員や活動場
所の確保、人材育成などの
支援を行いながら、自立し
た運営を目指します。

市が主催す
るスポーツ
教室等参加
者数
（延数）

460 人 329 B

　コロナ禍の影響でス
ポーツ教室等の開催回
数が計画より半減する
中、毎月開催しているス
ポーツ推進員定例会に
おいて、内容や周知方
法の見直しなどを協議し
ました。
　「ひむかＹＯＵゆうクラ
ブ」については、会員や
活動場所の確保、人材
育成などの支援を行い
ました。

　市のスポーツ推進委
員が主管するスポーツ
教室は、子どもから高齢
者まで多くの市民が参
加していますが、参加者
が少ない教室も見受け
られ、さらなる周知や内
容の見直しが必要で
す。
　また、総合型地域ス
ポーツクラブは、会員の
増加が図られていない
ことから、自立した運営
が難しい状況となってい
ます。

　今まであまり運動をし
ていない人でも参加しや
すいように、活動場所の
確保や広報活動を行う
とともに、減少傾向にあ
るスポーツ推進委員の
増員、関連団体を運営
する人材の確保、育成
なども支援していきま
す。

３　笑
顔で
暮ら
せる
地域
共生
の社
会づ
くり

２　笑
顔で
暮ら
せる
ス
ポー
ツ・健
康推
進プ
ロ
ジェ
クト



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

指標の説明 目標値
単
位

実績値
達成
状況

令和３年度の取組内容（目標）施策の内容
所
管
課

予算事業
名

成果説明書
頁数

番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
的な
施策

代表的な指
標

（KPI）
令和３年度の事業成果 事業を進める上での課題

令和3年度　成果指標
課題を踏まえた今後の方

針・方向性

33

スポーツ施
設の利用者
数（年間）
【R1】
233,817人
↓
【R6】
234,000人

3　スポーツ施
設の適切な維
持管理や利用
促進を図りま
す。

教
育
総
務
課

お倉ヶ浜
総合公
園（野球
場・屋内
運動場
以外）管
理運営
費他

323

　指定管理者と定期的
に協議を行い情報共有
するとともに、その他の
施設は定期的に点検を
行い必要に応じ修繕等
を行います。

スポーツ施
設の年間利
用者数

140,000 人 148,235 A

　下記のとおり、維持修
繕を実施しました。
・お倉ヶ浜総合公園：テ
ニスコート照明、サン
ドーム内シャッター等
・大王谷運動公園：トイ
レバルブ等
・東郷地区：グラウンド
内水銀灯取替、体育館
ステージパネル昇降器
具
・体育センター：エアコン
修繕、武道館水銀灯取
替
・美々津運動広場：浄化
槽ブロワ

　お倉ヶ浜総合公園の
照明器具は老朽化に伴
い、テニスコート、野球
場、サンドームと全体的
にさび付いており、早急
な対応が必要です。

　令和９年度に予定され
ている「国民スポーツ大
会」の会場等となる施設
を優先して改修を行い
ます。
　その他の施設につい
ても、老朽化の度合い
や利用状況等から優先
順位をつけ計画的な改
修・修繕を行います。

34 -

4　国民スポー
ツ大会や全国
障害者スポー
ツ大会の開催
に向けた受入
体制の構築に
取り組みま
す。

ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課

国民ス
ポーツ大
会宮崎
大会推
進事業

208

　令和９年度に開催され
る国民スポーツ大会宮
崎大会に向けて、今年
度開催される三重国民
体育大会を視察し、早
期に市準備委員会を設
置等の準備を確実に進
めていきます。

視察協議の
回数

3 回 0 C

　予定されてた三重大
会が中止となり視察等
できない状況となりまし
たが、本市開催予定の
ビーチバレーボール会
場の実施設計を行うな
ど、本大会及びリハー
サル大会の円滑な競技
運営に向け準備を行い
ました。

　国民スポーツ大会で
の競技実施に向けて、
事務局の体制づくり及
び競技団体等とのさら
なる連携が必要です。

　令和９年度開催に向
け、開催地視察や関係
機関・関係団体と連携
体制を強化しながら準
備を進めていきます。

35 -

5　小学校、中
学校、高校が
連携し、競技
団体を中心に
アスリートの育
成に取り組み
ます。

ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
振
興
課

競技ス
ポーツ推
進事業

207

　指導者を対象にした講
演会及び研修会を実施
します。　また、体育協
会加盟団体のうち３競
技団体に委託し、競技
別に小学生、中学生、
高校生を対象に強化練
習を実施し、競技力の
向上を図ります。

講演会の回
数

2 回 2 A

　スポーツ少年団本部と
連携して、指導者や保
護者等を対象にリモート
方式で講演会を２回開
催しました。
　また、ジュニア育成事
業やアスリート育成事
業、奨励金事業を実施
し、競技団体の競技力
向上のため、各スポー
ツ団体の支援を行い、
アスリートの育成を図り
ました。

　国民スポーツ大会等
の全国規模の大会出場
を見据え、それらの大会
に出場する選手を育成
するためには、小・中・
高の運動部活動の顧問
やスポーツ指導者と競
技団体をはじめ、市民と
行政が一体となって競
技力向上に取り組むこ
とが重要です。

　令和９年度開催予定
の国民スポーツ大会に
向け、本市開催競技種
目を中心に指導者研修
や強化練習を行うこと
で、競技力の強化向上
を図ります。

３　笑
顔で
暮ら
せる
地域
共生
の社
会づ
くり

２　笑
顔で
暮ら
せる
ス
ポー
ツ・健
康推
進プ
ロ
ジェ
クト

４　ス
ポー
ツを
生か
した
生き
がい
づくり
や健
康づ
くりの
推進



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

指標の説明 目標値
単
位

実績値
達成
状況

令和３年度の取組内容（目標）施策の内容
所
管
課

予算事業
名

成果説明書
頁数

番
号

戦略

重点
プロ

ジェク
ト

具体
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代表的な指
標

（KPI）
令和３年度の事業成果 事業を進める上での課題

令和3年度　成果指標
課題を踏まえた今後の方

針・方向性

36
子ども土
曜教室
事業

215
延べ参加者
数

560 人 498 B

　コロナ禍で定員の削
減、中止、延期などがあ
りましたが、参加者は
様々なジャンルで楽しく
有意義に学ぶことがで
きていました。

　応募者の減少や低年
齢化が見られ、保護者
の中には土曜日の放課
後子ども教室的に考え
る傾向が見られます。ま
た、校区を基本としてい
るため、応募者が集まら
ない公民館も出ていま
す。

　学校週５日制の補完と
しての土曜教室ではな
く、子どもの生涯学習を
充実させるため、特に文
化的な分野を中心に、
校区に限定しない教室
の開設を検討する必要
があります。

37
高齢者
学習支
援事業

215
延べ参加者
数

360 人 340 A

　コロナ禍で定員の削
減、中止、延期などがあ
りましたが、参加者は
様々なジャンルで楽しく
有意義に学ぶことがで
きていました。

　参加者の平均年齢が
７０歳を超え、受講者の
高齢化・固定化も進み、
内容の検討が必要と
なっています。学習内容
も、希望の多い研修視
察や料理などが実施で
きなかったので、応募者
の減少も進んでいます。

　公民館主催高齢者学
習の福祉系の高齢者サ
ロンや自治公民館の高
齢者クラブなどと差別化
を図り、高齢者が現代
生活に適応できるような
内容（スマホやネットな
ど）を検討する必要があ
ります。

38
公民館
主催講
座事業

216
延べ参加者
数

2,748 人 2,048 B

　コロナ禍で定員の削
減、中止、延期などがあ
りましたが、抽選となる
人気講座もありました。
参加者は趣味・教養・生
活・健康・実用などの各
分野で満足できていまし
た。

　高齢者中心の講座が
多くなってきており、働く
世代の学びたい内容や
夜間、休日などの講座
の開講が必要と思われ
ます。生涯学習だよりが
年１回発行のため、前
後期制の見直し、また
学習発表会のあり方も
再検討の必要がありま
す。

　若い世代に向けた夜
間や託児付の講座を開
設し、年間を通じての内
容や集中的な講座の開
設など検討する必要が
あります。対象者も成人
に限定せず、全世代が
一緒に学べる講座をめ
ざしていきます。また、
学習発表会の分散化を
検討します。

39

３　笑
顔で
暮ら
せる
地域
共生
の社
会づ
くり

３　共
に支
え合
う地
域づ
くりプ
ロ
ジェ
クト

３　地
区公
民館
の機
能強
化

-

2　老朽化して
いる地区公民
館の整備や新
たな地区公民
館の整備に向
けた検討を行
います。

生
涯
学
習
課

- -

　第２次日向市行財政
改革大綱及び日向市公
共施設等総合管理計画
に沿って、老朽化してい
る地区公民館の整備や
新たな地区公民館の整
備に向けた検討を進め
ていきます。

修繕箇所 10
箇
所

9 A

　限られた予算内で優
先順位を決めて修繕を
行い、突発的な修繕に
ついては資産経営課の
予算で対応しました。

　突発的な修繕を優先
し、当初計画していた修
繕が後回しになることが
あります。

　修繕の必要な箇所の
台帳を作成し、優先順
位を決めて適正な管理
を行います。

３　笑
顔で
暮ら
せる
地域
共生
の社
会づ
くり

３　共
に支
え合
う地
域づ
くりプ
ロ
ジェ
クト

３　地
区公
民館
の機
能強
化

-

1　地域の核と
なる地区公民
館の機能強化
を図ります。

生
涯
学
習
課

　「生涯学習だより」を通
じて、主体的な学びを促
し生涯学習の推進を図
ります。市民ニーズに対
応し幅広い世代が参加
できるよう生涯学習講
座の内容を充実してい
きます。



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】
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番
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40

４　自
然豊
かで
快適
な強
いま
ちづく
り

３　自
然が
残る
美し
いま
ちづく
りプ
ロ
ジェ
クト

１　自
然に
親し
む環
境づ
くり

-

1　子どもが自
然環境に触
れ、学ぶ機会
を作ります。

学
校
教
育
課

- -

　総合的な学習の時間
において、川の水質調
査や水辺の生き物調査
を行ったり、環境保全の
ためのボランティアをし
たりして、自然環境との
関わりについて考えさせ
ます。

身近な環境
保全をテー
マとした学習
に取り組ん
だ学校数の
割合

20 校 20 A

　総合的な学習の時間
や特別活動等におい
て、自然環境の調査を
行ったり、環境保全に関
するボランティアに取り
組んだりして、身近な環
境との関わり方につい
て考えさせることができ
ました。

　自然環境との関わりに
ついて、考えさせる機会
を継続的に設定するとと
もに、自ら行動できる意
識の醸成を図っていく必
要があります。

　ＳＤＧｓの視点とも関連
させながら、身近な自然
を保全しようとする実践
意欲を高めていきます。



様式１－３　その他に取組む重点事業 【教育委員会】

番
号

基本
目標
名称

施策名称
具体的
な施策
名称

所管課
予算事
業名

成果説明
書頁数

現状と課題 令和３年度取組内容（目標） 進捗状況 令和3年度取組結果
今後の
方向性

1

1　生きる
力を育む
教育の推
進

③　特
別支援
教育の
充実

学校教
育課

障がい
のある
児童生
徒の教
育の充
実に要
する経
費

200

　児童生徒の特性等に応じた教育支援
へのニーズは増加傾向にあります。特別
支援教育支援員の適性な配置と通級指
導教室の効果的な運用が必要です。

　小・中学校への特別支援教育支援員の
適正な配置を行うとともに、通級指導教
室の適切な運営と支援の充実を図りま
す。

計画どおり

　特別支援教育相談員による相談対応を
はじめ、特別支援教育支援員の配置や
通級指導教室を1学級増設して障がいの
ある児童生徒の支援の充実を図りまし
た。

拡充

2

①　児
童生徒
の相談
支援体
制の充
実

学校教
育課

スクール
サポート
事業

196

　児童生徒を取り巻く社会的環境の変化
や影響は、生徒指導上の問題においても
深刻さを増しており、解決困難な事案が
発生が懸念されます。
　今後の対応では、命や人権に係る事案
について、消極的な姿勢ではなく、積極
的に発見、予防を図る指導体制の構築
が必要です。

　生徒指導アドバイザーを配置し、各学
校における生徒指導体制の充実及び各
協議会や専門委員会等との連絡・調整を
行い、包括的な生徒指導の体制づくりを
支援します。また、インターネットやSNS
利用における情報リテラシー等について
講話や情報発信を行います。

計画どおり

　生徒指導アドバイザーによる指導や支
援の下、各学校における生徒指導体制
の充実を図りました。また、日向市ＰＴＡ
協議会や校長会と連携しインターネット
やSNS利用における情報リテラシー等に
ついて講話や情報発信を積極的に行い
ました。

維持

3

②　児
童生徒
の健康
づくりの
推進

学校教
育課

就学時
健康診
断に要
する経
費

201

　新型コロナウイルス感染症の拡大や学
校医等の新型コロナウイルスワクチン接
種の対応により、日程や実施体制の見
直しが必要となる可能性があります。

　次年度就学予定者に対し、心身の状況
を把握するために、各診察・検査を実施
し、適正な就学指導を行います。

計画どおり

　新型コロナウイルス感染症の予防対策
を図りながら、学校や学校医等と連携を
図り、学校における就学時健康診断を実
施しました。

維持

4
学校教
育課

保健体
育の充
実に要
する経
費

201

　新型コロナウイルス感染症の拡大や学
校医等の新型コロナウイルスワクチン接
種の対応により、日程や実施体制の見
直しが必要となる可能性があります。

　新型コロナウイルス感染症予防対策を
図りながら、学校健診を実施し、早期発
見・早期治療等が図られるように取り組
みます。

計画どおり

　新型コロナウイルス感染症の予防対策
を図りながら、学校や学校医等と連携を
図り、学校における児童生徒の健康診断
を実施しました。

維持

5
学校教
育課

安全教
育の推
進に要
する経
費

202
　安全な学校生活を送るためには、学校
の環境について、適正な検査の実施が
必要です。

　学校薬剤師と連携し、水道水やプール
の水質検査、環境衛生検査を行い、学校
での安全管理に取り組みます。

計画どおり
　学校薬剤師が点検を行い、安全な状況
を確認するとともに、改善に向けての対
策を図りました。

維持

②　児
童生徒
の健康
づくりの
推進

1　教
育文
化

2　魅力あ
る教育体
制や環境
の充実

1　教
育文
化

2　魅力あ
る教育体
制や環境
の充実



様式１－３　その他に取組む重点事業 【教育委員会】

番
号

基本
目標
名称

施策名称
具体的
な施策
名称

所管課
予算事
業名

成果説明
書頁数

現状と課題 令和３年度取組内容（目標） 進捗状況 令和3年度取組結果
今後の
方向性

6
学校給
食セン
ター

給食調
理に要
する経
費（学校
給食セ
ンター）

204
　児童生徒の心身の健全な発達、正しい
食習慣を身に付けてもらうために安定的
に給食の提供することが必要です。

　市内幼稚園、小・中学校の児童生徒に
安全・安心の学校給食を提供し、円滑で
安定した給食運営を実施に努めます。

計画どおり

・調理業者に対しては、定期的な衛生研
修を実施し、安全・安心な給食の提供を
行いました。
・配送業者に対しては、予備車の搬送訓
練を実施しました。

維持

7
学校給
食セン
ター

安全衛
生対策
に要す
る経費
（学校給
食セン
ター）

205
　衛生的な施設、作業環境等を整備する
ことにより、安全安心な学校給食を提供
し続けなければなりません。

　異物混入の原因となる害虫駆除を専門
業者に委託し、点検、対策、改善方法の
提案を受けるなど施設内外の総合的な
衛生管理を実施し、衛生的な施設・作業
環境を整備します。

計画どおり

・害虫駆除の調査及び防除について年間
６回の分析調査、１か月に１回の点検調
査を行いました。
・調理に関する備品・消耗品の購入を計
画的に行い、衛生環境を整備しました。
・食品検査、検便検査、ノロウイルス検
査、水質検査等も予定どおり行いまし
た。

維持

8
4　社会教
育の推進

③　自
主学級
活動の
充実

生涯学
習課

自主学
級事業

214
　女性学級と高齢者学級においては、
年々実施団体が少なくなっています。

　それぞれの年代が抱えている課題につ
いて講師を招き学習し、知識の向上を図
ります。

その他
　コロナ禍により当初予定していた活動
ができない学級がありました。

維持

9

①　図
書館機
能の充
実

図書館

図書館
サービ
ス・資料
の充実
に要す
る経費

206

　コロナ禍により来館者および貸出冊数
ともに減少しており、感染拡大防止に配
慮し、安全安心に利用していただけるよ
うな環境整備に努める必要があります。

・レファレンスなどによる学習活動支援や
郷土史、若山牧水に関する蔵書の充実、
館内飲食スペースの開放、フリーWi-Fi環
境の提供等を継続して、図書館サービス
や利便性の向上を図ります。
・貸出カードに有効期限を設け、利用者
情報の適正化を図ります。

計画どおり

・レファレンスなどによる学習活動支援や
郷土史、若山牧水に関する蔵書の充実、
館内飲食スペースの開放、フリーWi-Fi環
境の提供等を継続して、図書館サービス
や利便性の向上を図りました。
・貸出カードに有効期限を設け、利用者
情報の適正化を図りました。

維持

10
②　読
書活動
の推進

図書館

生涯学
習ボラン
ティア
（図書
館）の育
成事業

207

　既存のボランティア団体「友の会」につ
いては、会員が高齢化してきているた
め、新たなボランティアの育成に向けて
働きかける必要があります。

　既存団体である「友の会」の活動支援
や高校生ボランティア等の育成支援を行
います。

計画どおり

　既存団体「友の会」の活動支援を行うと
ともに、市内高校との協議を行い、図書
館事業への参加について働きかけまし
た。

維持

③　学
校給食
の充実

1　教
育文
化

5　図書館
サービス
の充実

1　教
育文
化

2　魅力あ
る教育体
制や環境
の充実



様式１－４　行財政改革大綱に基づく行動計画 【総合政策部】

番
号

基本方針 取組項目 所管課 令和３年度取組内容（目標） 進捗状況 令和３年度取組結果

1 教育総務課 　日向市育英奨学金制度の周知に努めます。 計画どおり 　広報ひゅうが・市ホームページ、フェイスブック等で案内

2 図書館
広報誌の発行
HP運営

計画どおり
図書館だよりの毎月発行
ＨＰ情報都度更新

3 生涯学習課
　社会教育活動に関する参加者募集など広報ひゅうがを
積極的に活用し、周知を図ります。

計画どおり
　公民館主催講座や人権講座の開催案内、放送大学学
生募集等での告知のため、広報ひゅうがの積極的な活用
を図りました。

4 図書館 　市民の声を取り入れます。 計画どおり
リクエストのあった本の購入
購入雑誌の見直し

5 職員の育成 教育総務課
　施設を定期的に点検を行い、危険箇所の把握を行いま
す。

計画どおり
　施設を定期的に点検し、危険個所の把握、改修を行い
ました。

6
市民に開か
れた市役所
づくり

図書館 　市民の要望に的確かつ最大限に対応します。 計画どおり
市内外からのレファレンスに対応
要望のあった本についてネットワークを活用し相互貸借で
取り寄せ

広報・広聴
活動の充実

市民に信頼され
る行政サービス

の提供



様式１－４　行財政改革大綱に基づく行動計画 【総合政策部】

番
号

基本方針 取組項目 所管課 令和３年度取組内容（目標） 進捗状況 令和３年度取組結果

7
市民に開か
れた市役所
づくり

図書館 HP（PC版・携帯版）の活用 計画どおり HPからのネット貸出予約の受付

8
情報公開と
個人情報の
保護

全課
　研修を通して理解を深め、個人情報保護の適正な運用
に努めます。

計画どおり
・利用者情報更新を進め、個人情報の適正管理に努めま
した。
・個人情報保護についての研修への参加

9 全課
　日頃より業務の改善ができないか注視し、効果的・効率
的な運営ができないか検討していきます。

計画どおり
　情報共有と連携を行うとともに、必要に応じて改善を図
りました。

10 図書館 　業務の簡素化・効率化を図ります。 計画どおり 　業務の簡素化を図りました。

11 図書館
　主任・副主任を置いて司書等の意見、事務割り振りを集
約します。

計画どおり
　主任・副主任を置いて意見の集約や事務の割り振りを
行いました。

12 図書館 図書館ボランティアの活用 計画どおり 読み聞かせやブックリペア、植栽等に活用

13 図書館 情報環境の充実 計画どおり
フリーWi-Fi環境の提供
インターネット端末の設置
端末による蔵書検索・予約等

市民に信頼され
る行政サービス

の提供

効果的・効率的
な行政経営の

推進

計画的な行
政経営の推
進

行政運営の
効率化の推
進



様式１－４　行財政改革大綱に基づく行動計画 【総合政策部】

番
号

基本方針 取組項目 所管課 令和３年度取組内容（目標） 進捗状況 令和３年度取組結果

14
学校給食セ
ンター

関係部門との連携構築
システム導入の検討
初期費用の把握

計画どおり

検討委員会の設置・開催
給食費管理システムデモの実施
先進地視察
給食費管理システム導入費用の予算計上

15 全課
　繁忙期においては、課内で協力しながら事務の分担を
行い、時間外勤務の改善を図ります。

計画どおり
　課内で協力しながら事務の分担を行い、時間外勤務の
改善を図りました。

16 図書館 　無理のない勤務体制に努めます。 計画どおり
　職員の希望を基に勤務日程表を作成し、勤務状況の把
握と管理を行いました。

17
適正な財政
運営

スポーツ・
文化振興課

　（公財）文化振興事業団の健全な事業運営を支援しま
す。

その他
・運営委員会の開催（12回）
・施設修繕補修工事（非常用蓄電池交換、ロビー天井修
繕工事）

18 教育総務課
　奨学金の定期的な催告、訪問等により、滞納者の状況
把握と、納付指導を行います。 計画どおり

　定期的な催告により、滞納者の状況把握と納付指導を
行いました。

19 生涯学習課
　放課後子ども教室利用料の納入が遅れている場合に
は、今後も電話や文書にて催告を行っていきます。

計画どおり
　納入状況の確認を行い、遅れている場合、電話や文書
にて催告を行い滞納防止に努めました。

効果的・効率的
な行政経営の

推進

行政運営の
効率化の推

進

未来につなげる
財政運営

自主財源の
確保


